
項番 機能名 機能概要

１ 一括記録請求のチェック機能

「一括記録請求ファイル」による一括記録請求の結果について、
エラーとなったすべての請求の「エラー内容」を還元する機能へ
変更となります。
※今まではエラーが発生した請求のみ「エラー内容」が還元さ
れ、その他の請求については「連鎖エラー（正常・エラーに関係
なく）」として還元されていました。

「一括記録請求ファイル」による一括記録請求の結果について、
エラー情報を出力した帳票を画面からダウンロード可能とするこ
とにより、エラー発生時にツールやソフトを介することなく、即
座にエラー内容の確認が可能となります。

２
一括記録請求における導入テス
ト機能

企業ユーザによる「一括記録請求ファイル」について、導入テス
トを可能とする機能です。本番の仮登録とは別に、導入テストの
位置づけとして「テストメニュー」が追加されます。
なお、導入テスト機能では「本番取引」時のチェック機能のう
ち、「取引先情報の妥当性確認（利用制限など）」、「債権の存
在確認（譲渡／分割記録の場合）」のチェック観点については、
導入テストでの確認は行えません。

3
複数譲渡記録請求（画面入力）
機能

企業ユーザによる譲渡記録について、複数債権の仮登録情報を入
力し、一度に大量の譲渡記録請求が可能となる機能です。

4
照会機能（開示・取引履歴・通
知）における機能改善

開示・取引履歴・通知の照会機能における各画面の改善を図りま
した。

5
企業ユーザ管理業務における操
作性改善

企業ユーザのユーザ管理業務について、仕様の補足説明や業務の
導線を考慮した画面遷移にするなど、操作性の改善を図りまし
た。

6
同一通知／宛先のメール集約と
メール利用有無設定機能

同一内容のメールに対して送信対象のユーザが複数存在する場
合、メールアドレスが同一のユーザについてメールを集約して送
信します。
また、企業ユ－ザが受信する各種メールについて、ユーザ毎に
メールの「受信要否」が選択可能となりました。
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１．債権一括請求タブから「結果一覧・予約取消」を選択

① 結果一覧・予約取消ボ

タンをクリックします。

２．検索条件を入力し検索を選択

② 検索条件を入力します。

（請求番号は「一括記

録通知」情報で確認で

きます）

③ 検索ボタンをクリック

します。

①

②

③

一括記録請求のチェック機能（機能追加一覧：項番１）

　概要
　●「一括記録請求ファイル」による一括記録請求の結果について、エラーとなったすべての請
　　求の「エラー内容」を確認することができます。※今までは最初にエラーが発生した請求の
　　み「エラー内容」の確認ができました。



３．対象の一括記録結果を選択

④ 詳細ボタンをクリック

します。

４．対象の一括記録結果の確認

⑤ 帳票作成ボタンをクリ

ックします。

④

⑤



５．一括記録結果のエラー内容の確認

⑥⑦ エラーとなった請求の

エラー項目、エラー内

容が確認できます。

⑦

⑥



１．債権一括請求タブから「テスト」を選択

① テストボタンをクリック

します。

２．「一括記録請求ファイル」を選択しテストの実行

② 導入テストを実施する

アップロードファイル

を選択します。

③ テストの実行ボタンを

クリックします。

①

②

③

一括記録請求における導入テスト機能（機能追加一覧：項番２）

　概要
　●「一括記録請求ファイル」について、導入テストを可能とする機能です。本番の仮登録とは
　　別に、導入テストの位置づけとして事前に確認を行なうことができます。（なお、導入テス
　　ト機能では「本番取引」時のチェック機能のうち、「取引先情報の妥当性確認（利用制限な
　　ど）」、「債権の存在確認（譲渡／分割記録の場合）」のチェック観点については、導入テ
　　ストでの確認は行えません）



３．ポップアップメッセージに応答

④ ＯＫボタンをクリック

します。

４．導入テストの結果（正常の場合）確認

⑤ 導入テスト結果が正常

であることを確認しま

す。

⑥ 詳細ボタンをクリック

します。

④

⑤

⑥



５．請求情報の詳細内容確認

⑦ 債権毎の詳細内容を確

認します。

６．導入テストの結果（エラーの場合）確認

⑧ 導入テスト結果がエラ

ーであることを確認し

ます。

⑨ 帳票作成ボタンをクリ

ックします。

⑦

⑧

⑨



７．請求情報の詳細（エラー）内容確認

⑩⑪ エラーとなった請求の

エラー項目、エラー内

容が確認できます。

⑩

⑪



【事前準備】　～　複数譲渡記録請求を行なう前に「企業情報」の変更を行います。
１．管理業務タブから「企業情報管理」を選択

① 企業情報管理ボタンを

クリックします。

２．企業情報管理メニューから「変更」を選択

② 変更ボタンをクリック

します。

3．「記録請求の拡張機能」の選択

③ 「複数譲渡記録請求（

画面入力）機能の利用」

で「利用する」を選択

し、変更内容の確認へ

ボタンをクリックしま

す。

①

②

③

複数譲渡記録請求（画面入力）機能（機能追加一覧：項番3）

　概要
　●企業ユーザによる譲渡記録について、複数債権の仮登録情報を入力し、一度に大量の譲渡記
　　録請求が可能となります。

②



４．変更内容の確認と変更の実行

④ 変更内容を確認し「承

認パスワード」を入力

後、変更の実行ボタン

をクリックします。

５．変更内容の完了
２．企業情報管理メニューから「変更」を選択

⑤ 変更内容を確認します。

④

⑤



【複数譲渡記録請求】
１．債権譲渡請求タブから「登録」を選択

① 登録ボタンをクリック

します。

①



２．対象債権の検索

② 「決済口座情報／譲渡

日」を入力します。

③ 「検索条件」を入力し

ます。

④ 「検索方法選択（上記

③で選択）」に合致す

る検索条件を入力しま

す。

⑤ 検索ボタンをクリック

します。

②

④

③

⑤



３．債権の確認と明細入力へ

⑥ 明細入力へボタンをク

リックします。

⑥



４．対象とする譲渡債権の明細入力

⑦ 「譲受人情報」を「取

引先選択」ボタンまた

は、「直接入力」ボタ

ンにより入力します。

⑧ 譲渡する債権の「チェ

ックボックス」をチェ

ックします。

⑨ 「全額譲渡」か「一部

譲渡」かを選択します。

（一部譲渡の場合、譲

渡する金額を指定しま

す）

⑩ 確定して明細一覧へボ

タンをクリックします。

⑦

⑧ ⑨

⑩



５．仮登録内容の入力

⑪ 仮登録の確認へボタン

をクリックします。
⑪



６．仮登録の実行

⑫ 内容を確認しましたの

チェックボックスをチ

ェックし仮登録の実行

ボタンをクリックしま

す。

⑫



７．仮登録の完了



○債権照会（開示）の機能改善
１．債権情報照会タブから「債権照会（開示）」を選択

① 債権照会（開示）ボタン

をクリックします。

２．検索条件の入力

② 検索の条件を入力し検

索ボタンをクリックし

ます。

照会機能における機能改善（機能追加一覧：項番４）

　概要
　●開示・取引履歴・通知の照会機能機における各画面の改善を図りました。

①

②

②



３．検索結果の確認

③ 「■合計件数・金額」

が表示されます。

④ 「並び順」の選択にお

いて発生日の選択が可

能となりました。

⑤ 記録番号一覧に「発生

日」が表示されます。

⑥ 最新の債権の一覧情報

をＰＤＦファイルに印

刷できます。

③

④

⑤

⑥



○取引履歴照会の機能改善
１．管理業務タブから「取引履歴照会」を選択

① 取引履歴照会ボタンを

クリックします。

２．取引履歴照会メニュー「取引履歴一覧」の選択

② 取引履歴一覧ボタンを

クリックします。

３．取引履歴を選択

④ 処理方式に「抽出範囲」

が表示されます。

③「処理方式区分」として「取引履歴照会」を選択した場合、⑤「取扱日」の指定が必須となります。
③「処理方式区分」として「ファイル作成（共通フォーマット・配信１形式）」を選択した場合、④「抽出範囲」の
　  選択（「日付を指定して通知を出力」を選択した場合、⑤「取扱日」の指定も必須）が必須となります。

①

②

④

③

⑤



○通知情報一覧の改善
１．トップページの「通知情報一覧」を選択

① 通知情報一覧ボタンを

クリックします。

２．「通知情報」の選択

② 「検索条件」が表示状

態で表示されます。

③ 「通知情報一覧」とし

て表示している明細は、

「未読」のみであるこ

とを明示しています。

①

②

③



○初回ログイン後の承認パスワード変更画面の改善

① 初回ログイン後の「承認パスワード変更」画面に承認の用途と、失念防止の注意喚起のためのメッセージ

　 が表示されます。

② 「承認パスワード変更結果」画面に「権限設定」を促すメッセージが表示されます。

企業ユーザ管理業務における操作性改善（機能追加一覧：項番５）

　概要
　●企業ユーザのユーザ管理業務について、仕様の補足説明や業務の導線を考慮した画面遷移に
　　するなど、操作性の改善を図りました。

①

②



○ユーザ管理業務の操作性改善
１．管理業務タブから「ユーザ情報管理」を選択

① ユーザ情報管理ボタン

をクリックします。

２．「変更」を選択

② 変更ボタンをクリック

します。

３．「検索」を選択

③ 検索ボタンをクリック

します。

①

②

③



４．ユーザ情報の確認と変更

④ 変更ボタンをクリック

します。

⑤ ユーザ毎に「権限の設定」が判別できるよう表示されます。

５．（権限付与）対象業務の選択

⑥ 権限を付与するチェック

ボックスをチェックしま

⑦ 変更内容の確認へボタン

をクリックします。

④

⑤

⑥

⑦



６．ユーザ情報の変更内容の確認

⑧ 変更する内容を確認し

５．（権限付与）対象業務の選択 ます。

⑨ 「承認パスワード」を

入力して変更の実行ボ

タンをクリックします。

７．ユーザ情報の変更

⑪ ユーザ情報の変更へボ

タンをクリックします。

⑩ マスタユーザが、他のユーザの業務権限を変更した場合、注意喚起メッセージが表示されます。

⑧

⑨

⑩

⑪

⑨



８．ユーザ情報の確認

⑫ 変更後の内容が確認

できます。

⑫



１．管理業務タブから「ユーザ情報管理」を選択

① ユーザ情報管理ボタン

をクリックします。

２．「変更」を選択

② 変更ボタンをクリック

します。

３．「検索」を選択

③ 検索ボタンをクリック

します。

同一通知／宛先のメール集約とメール利用有無設定機能
（機能追加一覧：項番６）

　概要
　●同一内容のメールに対して送信対象のユーザが複数存在する場合、メールアドレスが同一の
　　ユーザについてメールを集約して送信します。また、企業ユ－ザが受信する各種メールにつ
　　いて、ユーザ毎にメールの「受信要否」が選択可能となりました。

①

②

③



４．対象ユーザ情報の選択と変更

④ 変更ボタンをクリック

します。

５．受信対象メールリストの設定

⑤ 「メール分類」毎に受

信有無を選択します。

⑥ 変更内容の確認へボタ

ンをクリックします。

④

⑥

⑤



６．ユーザ情報の変更内容の確認

⑦ 変更する内容を確認し

ます。

⑧ 「承認パスワード」を

入力して変更の実行ボ

タンをクリックします。

⑧

⑦

⑧




